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１．研究背景 

酸化ペロブスカイト ABO3は A サイトにイ

オンサイズの大きな金属元素、B サイトにそれ

よりも小さな金属元素が入り、酸素八面体が B

サイト原子を囲む構造を持つ化合物である。結

晶構造は立方晶であるが、容易に正方晶や斜方

晶へと転移する。この構造を持つ化合物は A

または B サイトを他の金属元素で置換すると

磁性転移や高温超電導などを示す興味深い材

料として長年研究が行われている。 

CaRuO3 は斜方晶のペロブスカイト構造を

もち、常磁性を示す 1)。また、Ru サイトを 3d

遷移金属で部分置換することにより強磁性が

出現する。特にMn で部分置換した場合、結晶

構造が斜方晶からより対称性の高い立方晶よ

りに変形するとともに、基底状態では強磁性と

反強磁性が共存することが報告されている。一

方、Ru を Mn で完全に置き換えた CaMnO3は

立方晶構造を持つことから、元素置換により結

晶内のイオンの対称性と磁気モーメントが同

時に変化し、磁性と伝導が密接に関係すること

が指摘されている 2)。そこで本研究では結晶構

造、格子定数及び磁化率と電気抵抗率を測定す

ることにより、磁気イオンの注入による磁気秩

序の出現と電子状態の変化による伝導度の変

化について確認する。 

 

図 1.1 ペロブスカイト結晶構造 3) 

 

２．実験 

CaO、RuO2、MnO2の粉末を化学量論比に秤

量・混合しプレス成形を行う。予備反応のため

800℃で 24 時間加熱した後、1150℃で 36 時間

の焼結を行った。粉末 X 線回折により結晶構

造の解析を行った後、直流四端子法による電気

抵抗測定と VSMによる磁化測定を行う。 

現在、試料の評価中であり、講演当日は構

造データと電気抵抗率を対比させながら電子

状態の変化について考察を行う予定である。 
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